
晩春の星空を楽しみました。 遠方から

の会員も多数参加してにぎわいました。

▼観望会以外のイベント

・ 2014/2/7

名称 ： サイピアコラボ観望会 （講話支援）

場所 ： 人と未来の科学館サイピア

会員 7 名参加

・ 2015/2/27

名称 ： 天文講座 「君もガリレオ！冬の星

座を見よう」 （支援）

場所 ： 岡山市立福島小学校 （南区）

会員 4 名参加

統計情報

過去 3 ヶ月 （2015/2 ～ 2015/4） の件

数等の報告

▼問い合わせ ・ 入会等

・ 9 件　　※ HP フォームからのもの

▼メーリングリスト利用状況

・ 498 件

　※対前四半期比約 12% 減

▼会員数

前四半期中に会員 7 名増、 退会 5 名

があり、 2015 年 4 月末時点の会員数

は、 93 名となりました。

■活動状況

イベント

▼定例観望会

・ 2015/3/7

備中国分寺駐車場で予定されていた

観望会は降雨悪天候のため中止され

ました。

・ 2015/4/11

場所 ： 総社市備中国分寺

参加者 ： 会員 15 名、 一般 5 名の合

計 20 名。

春霞と薄雲のかかる微妙な夜空でした

が、 星空解説を聞いたり、 惑星 ・ 二

重星をみたりと夜半まで春先の星を楽

しむことができました。

・ 2015/5/16

場所 ： 美作市大芦高原

参加者 ： 会員 15 名、 一般 2 名の合

計 17 名。

日中は雨と曇りでしたが、 夕方から急

速に回復し、 薄雲を通してですが一晩

1995 2003 2010 2011

2012 2013 2014 2015

  
近々のクラブイベント

５月３０日 （土）　定例観望会
　総社市　備中国分寺北駐車場
　　　　　　　　月齢　12.3    2:33 入

７月１８日 （土）　定例観望会
　岡山市　六番川水の公園
　　　　　　　  月齢　16.3 　20:51 出

※開催場所など変更になる場合が
あります。 詳細はホームページト
ピックスにて開催日近くにご確認く
ださい。

天体ガイド

第１７回　お手軽天の川散策
　すごしやすい季節になりましたが、

日中の夏を思わせる日差しに早くも夏

バテ気味です。

これからの季節、 夜空では濃く美しい

天の川と夏のにぎやかな星座たちがそ

の雄大な姿を見せてくれます。 望遠

鏡で星空を探索するのも魅力的です

が、 今回は肉眼と双眼鏡程度で気軽

に夏の天の川を散策してみたいと思い

ます。

　それでは、 天の川を探してみましょ

う。 南の空低くにあるさそり座から夏の

大三角の中を通り北の空にあるカシオ

ペア座の方向に流れているうっすらと

光る白い帯が見えたら、 それが天の

川です。 初めて見る方は想像してい

たものと違うかもしれません。 写真で

見るような鮮やかなものではなく、 少々

頼りなく光る白い帯です。 天の川はと

■連載記事
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ても淡く、 空の状況によって見え方が

全然違ってきます。 条件が整った日に

は、 はっきりとその美しい姿を確認する

ことが出来るでしょう。

　ではざっと天の川を見て行きたいと思

います。 まずは北の空にカシオペヤ

座を見つけましょう。 W 字型の星のな

らびはとても有名で、 誰でも一度は見

たことがあるのではないでしょうか。 カ

シ オ ペ ヤ

か ら 天 の

川 を 南 に

もう少し進

む と、 西

の 岸 に 五

角 形 を 潰

したような

形をしたケ

フェウス座

がいます。

ケフェウス

は エ チ オ

ピ ア の 王

様 で カ シ

オ ペ ヤ は

その妻とさ

れ て い ま

す。 こ の

二 人 の 子

供 が ア ン

ドロメダで、

こ の 親 子

に は と て

も有名な物語があるのですが、 長くな

りそうなので今回は省きます。 ところで、

ケフェウス座にはおすすめの星があり

ます。 μ星のガーネットスターと呼ばれ

る星で、 4 等星と暗く肉眼で見てもぱっ

としない星ですが、 双眼鏡で覗いてみ

るとその名の通りまさにザクロ石色に輝

いています。 独特なとても美しい赤色

なので、 ここで是非見ておきましょう。

　もう少し天

の川を進む

と、 今度は

天の川のど

真ん中をは

くちょう座が

優 雅 に 翼

を広げて飛

んでいます。

はくちょう座

は北十字と

かノーザン

クロスとも呼

ばれる十字

の形をした

星座で、 お

尻の星デネ

ブは夏の大

三角の頂点

の一つでも

あります。 こ

のはくちょう

はゼウスが

スパルタの

王妃レダを

見初め、 彼女に近づくために化けた姿

だと言われています。 その後レダは卵

を産み、 その卵から孵ったのがふたご

座のカストルとポルックスとなったのだと

か。

ちょうどこのあたりから天の川は２本に

分かれていて、 西側の流れはなんだか

途中でうやむやに途切れたようになっ

てしまいますが、 東側の流れは南に行



す。

いて座とさそり座の辺りには見応えのあ

る星雲 ・ 星団がたくさんあってどれを見

ようか迷ってしまうのですが、 双眼鏡で

見るなら、 いて座では南斗六星の少し

上辺りに並んでいる M23、 M24、 M25。

さそり座では尻尾の先っぽにλ星の

シャウラとυ星のレサトが仲良く並んで

いて、 猫の目とか蟹の目とか呼ばれて

いるのですが、 その近くにある M6 と

M7 の２つの散開星団がおすすめです。

この辺りは双眼鏡でじっくりと楽しみま

しょう。

　さて、 駆け足で天の川をたどってき

ましたが、 他にも今回紹介していない

星座や望遠鏡を通して見ると大迫力

の星雲 ・ 星団など、 まだまだ夏の夜

空は見どころ満載です。 市街地では

天の川を見ることはほぼ不可能でしょ

うが、 夏休みに山へキャンプに行っ

たり、 超田舎のご親戚の家へ遊びに

行くような機会がもしあれば、 是非夜

空を見上げてみて下さい。 美しい天

の川を見ることができるかもしれませ

ん。 当クラブでも定期的に観望会を開

いておりますので、 一度覗きに来られ

てはいかがでしょう。 愉快な紳士たちが、

あなたをディープな星空の世界へエス

コートしてくれることでしょう。

この夏、 旬の天の川を楽しんでみては

いかがですか？

執筆と文中写真 ： ｕｋｉｓｕ

まっていてとても賑やかな場所です。

いて座はケンタウロス族のケイロンが弓

を引く形で描かれます。 いて座の特徴

は南斗六星と呼ばれる北斗七星に似

た柄杓型の６つの星の配置です。 中

国では北斗と南斗は対の存在で北斗

が死を、 南斗が生を司っていると考え

られ、 生き物の寿命はこの二人によっ

て決められているそうです。

いて座が放とうとしている矢の先を見て

みると、 さそりの心臓にあたるアンタレ

スが赤く輝いています。 さそり座は夏を

代表するとても目立つ星座で、 S 字を

描くその形は釣り針のようにも見えるこ

とから、 瀬戸内の漁師たちの間では鯛

釣星とも呼ばれ親しまれてきました。 こ

のさそりは頭に乗ったオリオンを殺すた

めに女神ヘラが放った刺客であり、 そ

の毒針で見事にオリオンを仕留めまし

た。 さそりもオリオンも星座になりました

が、 さそり座が昇ってくるとオリオン座

は逃げるように地平線に沈みます。 オ

リオンはまださそりに怯えているんです

ね。

　たて座にはスモールスタークラウド、

いて座にはグレートスタークラウドと呼

ばれる天の川がひと際濃い部分があり、

適当に双眼鏡を向けるだけでも十分楽

しめます。 ものすごい数の屑星がうじゃ

うじゃ見えて、 天の川が星の集まりだと

ういうことがよく分かります。 たて座には

M11 という散開星団があり、 双眼鏡で

は星団っぽくは見えないのですが、バッ

クの星の多さと相まってとても美しいで

く に つ れ て

どんどん濃く

川 幅 が 広 く

なっていきま

す。 こ の 天

の 川 を 分 け

る中州のよう

に 見 え る 部

分は、 暗黒

帯と呼ばれ、

い わ ゆ る 暗

黒星雲が背

後 の 星 を 隠

しているため、

周りの部分よ

り暗く見えて

いるのです。

古 代 イ ン カ

の 人 々 は こ

の 暗 黒 帯 を

天の川に水

を 飲 み に 来

た、 き つ ね

や ヘ ビ、 カ

エル等の動

物に見立てていました。

ここでは、 徐々に濃くなっていく天の

川の濃淡を楽しんだり、 暗黒帯がどん

な動物に見えるか試しに見てみましょう。

上に書いた動物以外にも、 他のものに

見えたり新しい発見があるかもしれませ

ん。

　はくちょう座の嘴あたりから西の岸で

ひと際明るく輝いているのがこと座の

ベガで、 もう少し南寄りの東の岸で輝

いているのがわし座のアルタイルです。

どちらの星も夏の大三角の頂点になる

星です。 日本ではベガは織姫星、 ア

ルタイルは彦星としてとても有名ですよ

ね。 七夕の説話の通りちゃんと天の川

に隔てられています。 因みにはくちょう

座は七夕の日に二人が逢うために架け

られるカササギの橋だと云われていま

す。 ただし、 七夕の日に雨が降ると天

の川の水かさが増し、 二人は会えなく

なってしまいます。 この日の雨は二人

の流す涙と言われ、 催涙雨と呼ばれま

す。 今年は雨が降らなければと良いで

すね。 ここでは七夕伝説の主人公二

人に思いを馳せ、 少し感傷的な気分

に浸りながら恋人と星空を眺めることを

お勧めします。 二人の距離もぐっと近

づくことでしょう。

　さらに南に進むと、 次第に天の川が

濃く広がっていき、 たて座から天の川

中心部、 いて座とさそり座のあたりにた

どり着きます。 ここは銀河の中心方向

にあたり、 さまざまな天体がたくさん集



ます

　　アクリル絵の具使用時でもサフェー

サーは吹いたほうがいいです　

　　大人が作る際には本体の縞模様

やらプラズマの再現やら気が済むまで

拘ってください　( 笑 )

5　本体の赤道部分より１ｍｍ位下側へ

３か所、 頭が５～６ｍｍのぞく程度に真

鍮線を差し込み輪っかの受けとします

6　完成

　　

○輪っかの作り方　（簡単バージョ

ン /透明アクリル板にて）

1　アクリル板の両面の保護用紙は剥が

さずそのままで作業を進めます

2　作業をやりやすくするためサークル

カッターの位置を決め、 その中心点を

ピンバイスで穴をあける　（０．５ｍｍφ）

3　サークルカッターで外周を切り出しま

す　（半径１３．５ｃｍ）

4　サークルカッターを半径７．５ｃｍに

セットして両面を軽く切れ込みを入れる

　（保護用紙が切れればＯＫ）　

5　７．５ｃｍ以内の中心部を残して、 1

の保護用紙を剥ぎ、 露出した部分を

輪っかの色 （お好み） で塗装します

6　コンパスに細マジックをセットし、 半

径９ｃｍのところにフランス環、 半径１３ｃ

ｍのところにエンケの環を書きます

　　カッシーニ環は半径１１．７ｃｍ～

１１．９ｃｍと４ｍｍ位の幅をもたせて書き

ます

7　再びサークルカッターをセットし、 本

体の直径に合わせ、 半径６ｃｍで切り取

ります

8　本体に合わせてみてよければ完成　

○土台にピアノ線を刺し、本体を取り

付けてから輪っかを乗せれば１０億分

の１なんちゃって土星の完成です

サークルカッターで輪っかを切り出すと

ころがちょっと骨が折れるかもしれませ

ん ( 笑 )

　色は参考にする画像によって違うので

お好みでいいかと思います。

　私の場合は望遠鏡で覗いて見た感じ

を思い出しながら塗りました。

　部屋に飾る時は土台や背景部分を黒

い布などで覆うと宇宙感がアップします。

ちなみに太陽と８惑星も作りたいとおっ

しゃる方は

水星　 ： 　５ｍｍ

金星　 ： 　１．２ｃｍ

地球　 ： 　１．３ｃｍ

火星　 ： 　７ｍｍ

木星　 ： 　１４ｃｍ

天王星　 ： 　５ｃｍ　

海王星　 ： 　５ｃｍ

太陽　 ： 　１４０ｃｍ

で作って頂ければコンプリートできます。

という訳でざっくり書いてみましたが、 い

かがでしたでしょうか？

真面目にリアルさを追求するも良し、 お

子さんと一緒に制作過程を楽しむも良し。

たまにはこんな息抜きでもどうですか？

執筆と文中写真 ： Ｍｏｒｔｅ

会員紹介 「Ｙｕｕ☆」

　私が星好きになったのは小学校 3 年

の理科で学んだのがきっかけでした。

当時私が住んでいたのは千葉県我孫

子市 （あびこし） というところで、 暗い

空など無縁のところでした （東京から

およそ 30 ｋｍ）。 それでも当時住んで

いたマンションの屋上で、 貯めていた

お年玉をすべて使って買った望遠鏡

( フレンド光学スカイフレンド 910 ： 口

うんちくあれこれ　

第２５回　土星でも作ってみる？
　早いものでまたまた会報執筆の順番が

回ってきちゃいました。 （汗）

　正直うんちくどうこう語るだけのスキルも

持ち合わせておりませぬゆえ、 今回のこ

のピンチ、どう切り抜ければよいのやら…。

マニア向けのうんちくは他の方にお任せ

するとして、 今回は数年前に岡山アスト

ロクラブの活動 ・ 写真展の展示品として

作った１０億分の１スケールの太陽系惑

星モデルの中で子供たちにも人気のあ

る土星の作り方を簡単に紹介したいと思

います。

○必要なもの
・ 発砲スチロール球　 ： 　本体になりま

す　直径１２ｃｍ

・ アクリル板　 ： 　輪っかになります　1 ｍ

ｍ厚　（色は透明かスモーク）

・ ピアノ線または真鍮線　 ： 　本体を支

える棒　１．２ｍｍ以上、 太い方が安定し

ます

・ 真鍮線　 ： 　本体に差して輪っかを支

えます　１ｍｍ前後の線を長さ２ｃｍ前後

に切って３本つくる

・ 発砲スチロール製ブロック　 ： 　土台

になるものならなんでも可

・ サークル ・ カッター　 ： 　輪っかの切り

出しに使用

・ プラサフ　 ： 　タミヤのプラモデル用サ

フェーサー　（本体に着色する際の下地

として使用）

・ 塗料　 ： 　プラカラーまたはアクリル絵

の具

・ ピンバイス　 ： 　サークルカッターの中

心がずれないようにする為に使用　（細

いキリでもいけるかな？）

・ コンパス　 ： 　鉛筆が挟めるタイプ　輪

の空隙を書くのに使用

・ マッキー　 ： 　言わずと知れた油性マ

ジック

○本体の作り方
1　発砲スチロール球を中性洗剤で洗っ

てよく乾かします

2　支持棒 （ピアノ線） を本体の中心位

まで差し込みます　（塗装時の持ち手も

兼ねます）

3　本体にサフェーサーを吹き付ける　

（特にプラカラーを使用する場合はここ

をしっかりしておかないと塗装時に本体

が溶けて悲惨な事になります）

4　写真などを参考にお好みの色で ( 笑 )

本体を着色します

　　私はエアブラシを使ってプラカラーで

塗装しましたが、 お子さんが作られる時

はアクリル絵の具で筆塗りでいいと思い
小学生のころ購入した

フレンド光学スカイフレンド 910



結果になってしまったので理学系の大

学はあきらめ、 別の分野に進んだので

すが、 幸いなことに大学のそばに国立

天文台がありました。 三鷹の国立天文

台は年に一度の一般公開を行っており、

最新の研究成果や桁違いに大きな望

遠鏡を見学することが出来ました。 中

でも 65cm の屈折 ( 焦点距離 10m) は

一見の価値ありです。 ご都合がつきま

したら皆様どうぞ！

また、 その頃一緒に星を見ていた友人

と遠征に行く機会が増えました。 関東

で遠征というと長野や富士山などが有

名ですが、 我々は、 伊豆半島最南端

石廊崎 （いろうざきと読みます） に行っ

ていました。 今では考えられませんが、

片道 6 ～ 8 時間。 しかもインターネット

など便利なものはなかった時代。 現地

の天気もわからず、 勢いだけで向かっ

ていました。 まあ、 学生時代なんてそ

んなもんですよね！石廊崎は私が今ま

で見た星空の中で一番きれいなところ

です。 雲のようにはっきりと見えた天の

川、 星が多すぎて星座が分からなくな

るという現象に初めて陥りました。 残念

ながら四国遠征には一度も行けていま

せんが、 きっと徳島にもそんな星空が

待っているのでしょう。 いつか行ってみ

たいです！

撮影に関しては、 小学校のころから

固定撮影をしていました。 当時は今

のようにデジカメなどない時代ですか

ら、 家にあった古い一眼レフカメラ

(Canon FT-b 50mm f1.8) に ISO800 や

ISO1600 のフイルムを購入し、 星座を

中心によく撮影していました。

　私のフイルム時代の作品で一番気に

径 60mm 

焦点距離

910mm 経

緯台 ) で、

M 4 2 や

M45、 惑

星 な ど を

見 て い ま

し た。 F

値が暗い

ので星雲

は ほ と ん

ど 見 え ま

せんでしたが初めて見た土星の美しさ

は今でも鮮明に覚えています。 その後

の星好きを決定づけたのが…1985 年

-1986 年といえばお分かりですよね！

そう、 ハレー彗星です。 テレビでは特

集が組まれ日本中あっちこっちで朝練

をしていましたよね！私も親に頼みこん

で筑波山のドライブインまで家族で行

きました。 筑波山山頂付近ではほんと

に夜中？というくらいの人で、 帰省ラッ

シュのように赤いテールランプが連なっ

ていたのを覚えています。 残念なが

ら F15.2 の望遠鏡では捕えることはで

きませんでしたが、 今でも愛用してい

る 8x30 の双眼鏡で見ることが出来まし

た。 光害で灰色がかった空に薄らと尾

が見えたのを今でもはっきり覚えていま

す。 その日から私の目標は長生きに変

わりました。 もちろんもう一度ハレー彗

星に会うために…。

　中学校では、 当時流行っていた漫画

の影響でサッカー部に入り、 星からは

少し離れましたが、 気が向いたときに

購入していた天文ガイドの 「譲る求む」

のコーナーで ODESSEI 1 型 33cmF4.5

のドブソニアンを見つけ、 譲っていた

だくことにしました。 ODESSEI 1 型ドブ

ソニアンは今の高性能なドブソニアン

とは違い、 本体は木製で重く、 主鏡

は置いてあるだけの単純構造でしたが、

30cm オーバーの迫力、 F 値の明るい

鏡筒は今までの望遠鏡とは比べ物に

なりませんでした。 もちろん 6cm 屈折、

ドブソニアンはともに実家で現役を続け

ています。 ( 先日ラブジョイ彗星を見ま

した )

　その後、 何とか私を受け入れてくれ

た高校には天文部があったので迷わ

ず入部することとなりました。 部員には、

ボクシング部を希望していて何故か天

文部に入ったというような変わったメン

バーが多く、 望遠鏡や星に関する知

識はほとんどありませんでした。 ちなみ

に高校には、10cm反射(だったかな？)

と Meade25cm シュミカセがありました。

星好きなのに物理が苦手という残念な

入っているのが、 大学生の頃話題に

なった 2 大彗星、 百武彗星とヘール

ボップ彗星です。 百武彗星は当時住

んでいた東京郊外で、 ヘールボップ彗

星は、 撮影場所は忘れましたが、 へ

たくそなりにきれいに写ったので相当

明るく大きな彗星だったと思われます。

　その後就職し、 2003 年より岡山に住

むこととなりました。 岡山に来た頃は、

もちろん右も左もわからず車での遠出

には苦労したのを覚えています。 そん

な中、 ドライブがてら岡山物理天体観

測所と、 美星天文台には良く行ってい

ました。 特に美星天文台ではあんな大

きな望遠鏡でいろいろなものを見せて

もらえることがうれしくて新月期は夜な

夜な出かけていました。

　その頃、 美星天文台で岩倉の主 Miz

様と出会い OAC のことを聞きました。

まずは観望会と思い、 初めて参加した

のが大芦高原でした。 場所が分からず

苦労しましたが無事に到着し皆様と楽

しいお話をさせていただきました。 その

後岩倉観望会を経て夫婦そろって入

会となりました。 今では頭から足の先ま

でとっぷりと浸かってしまっています。

　このように天文歴で言うと 30 年以上と、

そこそこ長いのですが、 途中離れた時

期もあり何とも浅い知識ですが、 皆様

から多くのアドバイスをいただき何とか

撮影できるまでになりました。 今後は、

雑誌投稿を目標に活動を続けていきた

いと思います。 皆様宜しくお願い致し

ます。

私の友人は東京都西部で流星の観測

をメインに行っています。 気に入った

写真を送っていたら、 メシエカタログを

作って HP で公開してくれました。 もし

よろしければ、 そちらもご覧ください。

http://www7a.biglobe.ne.jp/~fullmoon/

messier.htm

又は 「Messiecatalog 岡山アストロクラ

ブ」 で検索してください。

執筆と文中写真 ： Ｙｕｕ☆Canon FT-b 50mm f1.8 

百武彗星　東京都三鷹市にて撮影 ヘールボップ彗星　撮影地忘れました
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■特別企画 「天文川柳」 第二弾

【
作
者
の
ひ
と
言
】
暗
い
空
を
求
め
て
岡
山
を
離

れ
る
こ
と
幾
十
里
、
太
平
洋
を
望
む
ヤ
シ
の

木
の
上
、
漆
黒
の
夜
空
に
雲
よ
り
白
く
茫
と

光
る
天
の
川
の
光
景
を
詠
み
ま
し
た
。

【
作
者
の
ひ
と
言
】
星
見
で
は
と
か
く
大
口
径

の
も
の
が
も
て
は
や
さ
れ
ま
す
が
、
ラ
ブ
リ

ン
な
二
人
に
は
小
さ
な
双
眼
鏡
の
ほ
う
が
よ

い
の
か
な
!?

【
作
者
の
ひ
と
言
】
天
文
屋
な
ら
誰
で
も
経
験
す

る
風
景
を
句
に
し
ま
し
た
。
岩
倉
や
大
芦
の

よ
う
な
標
高
の
高
い
観
望
地
は
、
本
当
に
天

候
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
り
ま
す
が
、
空
の
変
化

を
予
測
で
き
る
？
域
に
達
す
る
事
が
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
ま
す
！

【
作
者
の
ひ
と
言
】
岡
山
ア
ス
ト
ロ
ク
ラ
ブ
の
観

望
会
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
ツ
ワ
モ
ノ
の
集

ま
り
で
す
。
カ
メ
ラ
機
材
も
、望
遠
鏡
機
材
も
、

ま
た
、
皆
様
の
頭
脳
も
…
然
り
で
す
。
初
め

て
参
加
し
た
時
の
驚
き
と
感
動
を
表
現
し
ま

し
た
。『
オ
タ
ク
』『
マ
ニ
ア
』
と
い
う
言
葉

に
抵
抗
が
あ
る
方
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
な
り
の
賞
賛
を
込
め
た
皮
肉
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
天
文
川
柳
の
ご
確
認
の
意
味

も
込
め
て
、
皆
様
、
観
望
会
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
作
者
の
ひ
と
言
】
２
０
０
１
年
の
し
し
座
流
星
群

の
時
の
，
大
流
星
雨
を
思
い
出
し
な
が
ら
読
ん

だ
句
で
す
。
あ
の
時
は
，
天
文
学
者
ア
ッ
シ
ャ
ー

さ
ん
の
出
現
予
告
が
大
当
た
り
で
、
一
晩
中
、

空
を
埋
め
つ
く
す
ほ
ど
の
流
星
雨
が
見
れ
ま
し

た
。
ま
た
あ
れ
く
ら
い
の
流
星
雨
を
見
て
み
た

い
で
す
ね
～
～
。
麗
し
の
君
と
と
も
に
。

■
入
選
作
品

「
連
休
は　

い
え
に
い
て
よ
ね　

く
ぎ
さ
さ
れ
」　
（
カ
ワ
ニ
シ
）

「
朝
起
き
て　

晴
天
見
上
げ　

後
悔
す
」　
（
Ｇ
ｕ
ｍ
ｂ
ｏ
）

「
季
節
感　

気
温
と
共
に　

星
で
知
り
」　
（
Ｙ
ｕ
ｕ
☆
）

「
お
い
黄
砂　

人
の
都
合
も　

聞
い
て
来
い
」　
（
ｋ
ｕ
ｒ
ｏ
ｉ
ｓ
ｏ
）

「
春
の
朝　

夜
明
け
前
は　

夏
の
朝
」　
（
一
番
星
）

「
雲
が
な
い　

晴
れ
た
よ
い
日
に　

黄
砂
有
り
」　
（
か
げ
と
も
）

「
春
黄
砂　

夏
は
気
温
に　

冬
寒
さ
」　
（
Ｙ
ｕ
ｕ
☆
）

「
星
見
に
は　

禁
酒
・
禁
眠　

ス
ト
イ
ッ
ク
」　
（
ｍ
ｉ
ｙ
ｏ
ｃ
ｃ
ｏ
）

「
ピ
ン
ト
出
し　

写
真
撮
る
前　

メ
ガ
ネ
取
る
」　
（
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
ｕ
ｓ
）

「
出
撃
の　

許
可
を
と
る
た
め　

あ
れ
こ
れ
と
」　
（
ｈ
ａ
ｗ
ｋ
）

「
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
？　

い
い
え
オ
イ
ラ
は　

リ
ア
リ
ス
ト
」　
（
オ
ー
ツ
カ
）

「
観
望
会　

と
っ
て
も
危
険
な　

魅
惑
会
」　
（
て
つ
に
ぃ
）

「
迷
い
ま
す　

中
途
半
端
な　

天
気
予
報
」　
（
六
甲
山
）

「
天
体
を　

見
た
い
と
思
い　

雨
恨
む
」　
（
か
げ
と
も
）

「
空
曇
り　

ダ
ー
ク
な
気
分
で　

ダ
ー
ク
撮
り
」　
（
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
ｕ
ｓ
）

「
夕
晴
れ
に　

髪
ひ
か
れ
つ
つ　

夜
の
街
」　
（
Ｔ
＃
）

「
意
気
揚
々
と　

着
い
て
気
付
く　

忘
れ
物
」　
（
て
つ
に
ぃ
）

「
老
眼
の　

自
分
に
付
け
た
い　

バ
ー
テ
ィ
ノ
フ
」　
（j_evil_clef

）

「
ほ
し
は
す
ば
る　

後
は
な
ん
だ
っ
け　

サ
テ
な
ん
だ
っ
け
」　
（
た
ぬ
き
）

「
リ
ッ
チ
ー
な　

鏡
筒
手
を
出
し　
　

ふ
と
こ
ろ
寒
し
」　
（
ル
ー
タ
ー
）

「
星
デ
ー
ト　

見
え
味
ほ
め
ら
れ　

照
れ
ス
コ
ー
プ
」　
（
つ
る
つ
る
う
ど
ん
）

「
出
れ
な
い
日　

曇
り
空
見
て　

ほ
く
そ
笑
む
」　
（
ミ
ッ
キ
ー
）

「
帰
り
道　

ほ
ん
と
に
欲
し
い　

自
動
運
転
」　
（
ｋ
ｕ
ｒ
ｏ
ｉ
ｓ
ｏ
）

「
仕
事
あ
け　

早
速
上
見
る　

星
探
す
」　
（
て
つ
に
ぃ
）

「
ゆ
う
や
み
の　

西
に
か
が
や
く　

一
番
星
」　
（
一
番
星
）

「
天
文
畑　

畑
の
周
り
は　

沼
ば
か
り
」　
（
オ
ー
ツ
カ
）

「
終
夜
晴
れ　

天
文
冥
利
に　

尽
き
る
夜
」　
（
六
甲
山
）

「
嫁
の
目
を　

盗
ん
で　

夜
明
け
に
出
撃
だ
」　
（
カ
ワ
ニ
シ
）

「
星
を
見
に　

ど
こ
ま
で
行
く
の　

怪
し
ま
れ
」　
（
か
げ
と
も
）

「
見
上
げ
れ
ば　

天
空
ま
た
ぐ　

大
彗
星
」　
（
Ｔ
＃
）

4 月下旬、 てつにぃさん発案で 「天文

川柳」 の募集が行われました。 一昨年

に引き続き 2 回目です。 短期間にもか

かわらず 100 を超える多くの川柳が集

まりました。 5 月 10 日に選考が行われ、

最優秀 de 賞など 7 首を選びましたの

でこの紙面にてご紹介します。

いかがでしたか？会員の皆さんが様々

な思いを込めて詠んだ句は？あるある

と頷いたり、 光景を想像して吹き出して

みたり。 会員さんの天文に対する様々

な思いを見ることができて楽しかったで

す。 紙面上の都合で全部の句は掲載

できませんでしたが、 入選作品 30 首も

掲載いたしました。

なお、 最優秀 de 賞

のオーツカさんには、

5 月 16 日の定例観

望会にて記念メダル

の授与されました。

【
作
者
の
ひ
と
言
】
大
変
光
栄
な
最
優
秀
賞
を
頂
き
、と
て
も
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
見
て
い
る
星
の
光
は
何
万
年
も
前
の
光
を
見
て
い
る
そ
う
で
す
。

想
像
も
付
か
な
い
位
の
距
離
で
す
ね
。

そ
ん
な
広
い
広
い
宇
宙
の
事
を
考
え
な
が
ら
星
を
見
て
る
と
…

自
分
が
と
て
も
小
さ
な
存
在
だ
と
思
え
て
来
ま
し
た
。

そ
ん
な
自
分
の
悩
み
な
ん
か
、
ぜ
ー
ん
ぶ
、
ア
ホ
ら
し
！

っ
て
思
っ
た
事
を
詠
ん
で
み
ま
し
た
。

そ
ん
な
思
い
を
共
有
で
き
る
？
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
仲
間
に
出
会
え
た
自
分
は
と
て

も
幸
せ
者
っ
す
！ (

笑)

【
作
者
の
ひ
と
言
】
撮
影
の
際
は
い
つ
も
準
備
や

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
時
間
が
か
か
り
、
パ
ソ
コ
ン
と

に
ら
め
っ
こ
な
ん
て
こ
と
は
良
く
あ
り
ま
す
よ

ね
！
い
け
な
い
と
わ
か
り
つ
つ
、
つ
い
熱
中
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
を
歌
に
し
て
み
ま
し

た
。


